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UK関連資料 

新奇なアイデアが AIによって生み出された場合に AIのインベンターシップの問題を 

解決し、AI発明の特許性を確かなものにする潜在的な解決法 
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１．はじめに 

 AI（"Artificial Intelligence"）は、応用範囲が広く多岐にわたり、最も重要且つ将来性のある技

術の一つとして注目され、種々の分野で研究、開発、利用、及び、商品化等が急速に進んでいま

す。 

 

AIは、コンピュータにおいてインテリジェント挙動（"intelligent behavior"）をシミュレート

するコンピュータサイエンスの一部門を占め、我々の生活のほぼあらゆる側面に大きな影響を与

え得る可能性を秘めています。 

 

 人間が AI関連発明を行った場合には、インベンターシップ等の問題は生じないのですが、AI

自身が AI関連発明を行った場合には問題が生じることになります。このような問題に対し、ど

の国の特許法も対応していない現状にあります。 

 

このような状況下で、BBCによる最近の報道によれば、既に AI自身が発明したことを明らか

にする特許出願が UK Intellectual Property Office にファイルされています。このような場合

に生じると考えられる問題を解決する潜在的な解決法（案）が提示されています。以下に、この

解決法（案）について説明します。 
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